





Values of Beauty: A Study of Outward Appearance and Inner Attitudes 






The purpose of this research was to discern Japanese young women’s sense of values 
regarding beauty. In particular, it focused on their descriptions of beauty in terms of 
attractiveness from both physical and mental (attitudinal) aspects. 
The results showed that outward appearance was an indispensable factor when female 
students referred to a woman as a “BEAUTY” (bijin). On the other hand, they valued the 
“inner woman” more highly than appearance if they considered her to be “BEAUTIFUL” 
(utsukushii). Nuances inherent in the two Japanese terms were expressed in this distinction. 
For outward physical attractiveness, students considered pleasing facial features and a 
graceful figure sine qua non, whereas other characteristics —dress, makeup, neatness, for 
example— while external, were seen as reflecting inner attitudes. Furthermore, we 
confirmed that these contemporary young women actually prized quite traditional Japanese 
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歩く姿が幾度もテレビで報じられ、その度に日本女性の存在を見直す賞賛の言葉が聞かれた。更



























































                                                     
1  美や美しさについて授業を行う前の段階で調査を行った。 















































Table 1 各表現における外見と内面の重視度合 
「 美 し い 」  
外 見 内 面 合 計 
外 見 46 （26.14%） 107 （60.80%） 153 （86.93%）



























Table 2 「美人」とは 上位11項目 
順  位 分  類 度  数 
1 顔（顔が整っている、顔立ちがきれい、他） 82 （45.6%）
1 プロポーション（スタイルが良い、細い、背が高い、モデル体型、他） 82 （45.6%）
3 外見と内面（外見も内面も美しい、内面も外見もきれい、他） 41 （22.8%）
4 肌（肌がきれい、色白、化粧が薄くても肌がきれい、他） 29 （16.1%）
5 努力（きれいであろうと努力している、常に自分磨きをしている、他） 19 （10.6%）
6 オーラ（オーラがある、オーラが出ている、他） 15 （8.3%）
7 目（目が大きい、目がぱっちりしている、目がきらきらしている、他） 12 （6.7%）
8 笑顔（いつも笑顔、笑顔がかわいい、笑顔が素敵、他） 11 （6.1%）
9 仕草・所作（仕草や話し方が女性らしい、立ち居振る舞いが美しい、他） 10 （5.6%）
9 性格が良い（性格が良い、誰からも愛されるような性格、他） 10 （5.6%）























    Table 3 「美人」上位回答    Table 4 「現在の手本」上位回答 
順  位 人  物 度  数  順  位 人  物 度  数 
1 松嶋菜々子  22 （12.3%）  1 なし  11 （7.2%）
2 竹内結子  14 （7.8%）  2 香里奈  10 （6.5%）
2 香里奈  14 （7.8%）  3 田中美保  7 （4.6%）
4 藤原紀香  12 （6.7%）  3 安室奈美恵  7 （4.6%）





























Table 5 「外見が美しい」とは 上位10項目 
順  位 分  類 度  数 
1 プロポーション（スタイルが良い、足が長い、背が高い、他） 107 （59.8%） 
2 顔（顔が整っている、目鼻立ちがきれい、顔が小さい、他） 81 （45.3%） 
3 肌（肌がきれい、色白、美白、美肌、他） 40 （22.3%） 
4 メイク（化粧が上手、自分にあったメイクをしている、他） 28 （15.6%） 
5 身だしなみ（身だしなみ/身なりがきちんとしている、他） 20 （11.2%） 
6 清潔感（清潔感がある、清潔、他） 19 （10.6%） 
7 髪（髪がきれい、髪がさらさら、髪がツヤツヤ、他） 17 （9.5%） 
8 目（目が大きい、目がぱっちりしている、目力がある、他） 16 （8.9%） 
9 姿勢（姿勢が良い、背筋がピンとしている、他） 14 （7.8%） 





















Table 6 「内面が美しい」とは 上位10項目 
順  位 分  類 度  数 
1 思いやりがある（思いやりがある、人の気持ちを考えることできる、他） 51 （28.5%）
2 優しい（優しい、誰にでも優しい、いつも優しい、他） 49 （27.4%）
3 気配りできる（気配りできる、周囲に気を使える、気が利く、他） 25 （14.0%）
4 性格が良い（性格が良い、誰からも好かれるような性格、他） 20 （11.2%）
5 自分の意見・考えがある（自分の意見がある、自分の考えを持っている、他） 18 （10.1%）
6 純粋（心がきれい、性格が純粋、ピュア、他） 13 （7.3%）
7 笑顔（いつも笑顔、笑顔が似合う、笑顔を絶やさない、他） 12 （6.7%）
7 努力している（努力している、何かに頑張っている、他） 12 （6.7%）
9 常識がある（常識がある、常識的な心を持つ、他） 11 （6.1%）




































外見の魅力が持つプラスの影響力を示す研究は多い（例えばDion, Bersheid, & Walster, 1972; 
































るともされているが（Langlois, Ritter, Roggman, & Vaughn, 1991; Cross & Cross, 1971）、文化
によって形作られている部分が多分にあることは否定し得ない。個人が持つ価値観とは文化がも
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